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特集

今、あらためて教育費無償を考える

「えっ！」と驚く無償の話題

憲法制定時に国は、無償は授業料だけでなく、教

科書、学用品、学校給食費、できれば交通費まで

を目指していました

公費・私費負担区分のもとになっている文書では、校外

学習の交通費や音楽鑑賞の鑑賞料も公費とされています

給食費、教材費、修学旅行費などの学校教育費を無償に

している自治体があります

憲法に「義務教育はこれは無償とする」って書い

てあるけど、お金がかかっているよね？

金融機関で見かける「教育ローン」のポスターや

チラシ。高校進学や大学進学にいくらかかるのかが

表記されていますが、本当にそれで足りる？。学校

に支払うお金はだけでなく、制服代、教科書、受験

料、生活費などあるよね？

そんな想いから、そもそも「無償」とは何かを考え

たのが今回の特集です。
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